
１

鎌
倉
市
に
お
け
る
市
民
参
加
の
取
り
組

み

　
鎌
倉
市
で
は
昭
和
四
十
年
前
後
に
緑
を
守
る
市
民

運
動
（
「
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
成
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
）
が
起
こ

り
、
ま
た
昭
和
四
十
八
年
に
は
市
民
自
治
を
う
た
う

「
鎌
倉
市
民
憲
章
」
を
制
定
し
て
い
る
な
ど
、
市
民

意
識
の
高
い
町
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
市
政
へ
の

市
民
参
加
は
十
分
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　
し
か
し
近
年
は
全
国
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市

民
参
加
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
平
成
五
年

に
当
選
し
た
現
市
長
は
、
市
民
参
加
の
推
進
に
力
を

入
れ
、
総
合
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
様
々
な
計
画

づ
く
り
に
積
極
的
に
市
民
参
加
を
導
入
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
平
成
七
年
に
は
、
市
民
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
を
規
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
も
制
定
し
て

い
る
。市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
発
進

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
都
市
計
画
に
対
す
る

基
本
的
な
方
針
と
し
て
「
鎌
倉
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
根
拠
と
な
る
都
市
計
画
法
で
も
住
民
の
意

見
の
反
映
を
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
へ
の
積
極
的
な
市
民
参
加
の
導
入
は
自
然
な
流
れ

で
あ
っ
た
。
市
民
参
加
で
、
鎌
倉
独
自
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
じ
っ
く
り
つ
く
ろ
う
と
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
平
成
六
年
度
か
ら
九
年
度
の
四
か
年
を
か
け
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
前
半
は
「
素
材
作
成
」
期
間
、

後
半
は
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
」
期
間
で
あ
る
。

　
前
半
は
、
学
識
経
験
者
と
行
政
に
よ
る
調
査
委
員

会
が
正
式
な
検
討
組
織
で
あ
る
が
、
平
成
六
年
度
は

直
前
の
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
地
域
別
懇
談
会
の

意
見
の
集
約
や
市
民
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
平

成
七
年
度
は
、
「
素
材
」
の
う
ち
、
市
民
の
身
近
な

生
活
環
境
を
扱
う
地
域
別
方
針
を
市
民
参
加
で
作
成

し
て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
う
か
に
つ
い
て
は
様
々
に

議
論
が
あ
っ
た
。
特
に
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
具
体
的
な
都
市
像
を
描
く
必
要
が
あ
り
、
緑
の
保

全
と
開
発
、
土
地
利
用
の
保
全
と
高
度
化
な
ど
、
市

民
と
行
政
、
市
民
同
士
で
対
立
し
が
ち
な
問
題
を
、

感
情
的
に
な
ら
ず
に
ど
う
議
論
し
て
い
け
る
か
に
つ

い
て
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
対
立
し
が
ち
な
問
題
こ
そ
、
従
来
の
説

明
会
方
式
か
ら
少
人
数
の
対
話
型
の
方
式
で
行
い
、

共
に
考
え
、
共
に
取
り
組
も
う
と
い
う
姿
勢
を
見
せ

る
必
要
が
あ
る
、
と
の
認
識
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
運
営
委
員
会
」
を
つ
く
る

　
少
し
で
も
理
想
の
「
協
働
」
に
近
づ
く
た
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運
営
も
、
行
政
・
市
民
と
専

門
家
の
協
働
で
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
た

め
、
二
十
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
を

対
象
に
、
広
報
で
募
集
し
、
個
別
の
呼
び
か
け
も
行
っ

た
。
そ
の
結
果
市
民
十
二
名
が
集
ま
り
、
在
住
の
専

門
家
（
行
政
が
協
力
を
要
請
）
五
人
、
行
政
の
担
当

職
員
と
作
業
班
が
加
わ
っ
て
運
営
委
員
会
を
構
成
し

た
。

　
運
営
委
員
会
は
、
第
一
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
前
に
三
回
、
そ
の
後
は
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前

に
一
～
二
回
ず
つ
開
催
し
た
。
運
営
委
員
会
初
日
は

十
月
の
休
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
（
そ

の
後
は
平
日
夜
の
二
時
間
程
度
）
で
、
ポ
ス
ト
イ
ッ

ト
出
し
な
ど
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
っ
た
。
ま
た
昼
休
み
は
時
間
を
十
分
に
と

り
、
屋
上
か
ら
ま
ち
を
眺
め
な
が
ら
雑
談
、
親
睦
を

深
め
た
。
全
体
と
し
て
非
常
に
和
や
か
な
雰
囲
気
で

進
み
、
こ
の
日
を
無
事
に
終
え
た
こ
と
で
、
事
務
局

は
大
い
に
安
心
し
た
。

　
運
営
委
員
会
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
以
下
の

よ
う
な
利
点
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

鎌倉市都市部都市計画課

平成６年度～平成９年度

平成６、７年度／策定調査委員会

平成７年度／市民ワークショップ

(運営委員会９回、WS4回)

第１回:11の地域別に分かれ、好

きな場所、嫌いな場所、課題などを

自由に出し合った。

第２回：１回目の成果をもとに、

地域別に取組の目標を練った
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①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
市
民
と
の
対
話
に
関
す
る

不
安
感
が
か
な
り
払
拭
で
き
た
こ
と

②
各
回
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
市
民
の
感
覚

を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と

③
行
政
と
市
民
の
協
働
の
経
験
が
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
開
い
た
こ
と

た
第
三
回
と
第
四
回
の
間
に
有
志
に
よ
る
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
る
。
各
回
の
様
子
は
か
わ
ら

版
を
作
成
し
て
参
加
者
や
市
民
に
配
布
し
た
。

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方

　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
平
成
七
年
十
一
月
か

ら
平
成
八
年
五
月
に
か
け
て
合
計
四
回
開
催
、
い
ず

れ
も
土
日
で
初
回
は
全
日
、
二
回
以
降
は
半
日
で
行
っ

た
。
四
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
同
じ
参
加
者
に
継

続
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、
一
連
の
流
れ
と
し
て
構

成
し
た
。
最
終
的
に
は
、
地
域
別
方
針
の
た
た
き
台

を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
一
つ
の
会
場
で
十
一

の
地
城
別
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
討
議
し
た
。

　
対
象
は
、
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
と
し
、
広
報
で
募
集
し
た
ほ
か
、
ち
ら
し
を
作

成
し
運
営
委
員
や
市
民
団
体
、
町
内
会
な
ど
様
々
な

ル
ー
ト
を
通
じ
て
声
を
か
け
、
毎
回
六
十
～
七
十
名

の
一
般
市
民
が
参
加
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
六
人
前

後
の
市
民
と
三
人
の
ス
タ
ッ
フ
（
運
営
委
員
、
専
門

家
、
行
政
）
が
つ
く
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　
第
一
回
は
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
ポ
ス
ト
イ
ッ

ト
出
し
と
課
題
図
作
成
、
主
要
課
題
の
抽
出
。
第
二

回
は
、
地
域
の
目
標
と
目
標
実
現
の
た
め
の
方
法
を

カ
ー
ド
や
地
図
を
使
っ
て
議
論
。
第
三
回
は
視
点
を

変
え
、
グ
ル
ー
プ
も
各
地
域
混
成
と
し
て
、
市
全
体

の
課
題
に
つ
い
て
の
市
の
情
報
提
供
と
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
第
四
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を

踏
ま
え
て
事
務
局
が
作
成
し
た
地
域
別
方
針
の
た
た

き
台
に
つ
い
て
修
正
を
加
え
る
作
業
を
行
っ
た
。
ま

　
参
加
し
た
市
民
に
は
毎
回
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し

て
い
る
が
概
ね
好
評
で
、
市
民
と
行
政
が
フ
ラ
ン
ク

に
話
し
合
え
る
場
と
し
て
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
議
論
に
、
「
言

い
足
り
な
か
っ
た
」
「
も
っ
と
議
論
し
た
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
多
い
。
ま
た
、
ま
と
め
と
し
て
は
良
い

が
、
こ
の
結
果
が
実
際
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か

さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
今
後
の
市

民
と
の
や
り
と
り
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

今
後
の
課
題

　
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
は
ま
だ
途
中
の
段

階
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果

を
生
か
し
て
、
ま
ず
「
素
材
」
と
し
て
ま
と
め
、
市

民
に
広
く
公
表
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
平
成
九
年

度
末
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
素
材
を
市
民
と
と
も
に
さ

ら
に
叩
き
、
市
民
と
行
政
、
市
民
同
士
の
意
見
を
調

整
し
つ
つ
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
策
定
し
て
い

く
作
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
さ
ら
に
重
要
な
課
題
は
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
受
け
て
、
実
際
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
行

政
で
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
で
あ
ろ
う
。
運
営
委
員

会
と
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
体
験
が
、
行
政
と

市
民
の
相
互
の
信
頼
を
育
て
る
芽
と
な
り
、
今
後
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

第３回：今までの地域別グループ

を一旦解散し、新たに８グループに

分かれて地域別議論を踏まえ市全体

について討議した。

図　全４回のワークショップの流れ

第４回：今までの成果をもとに作

られた地域別方針（市民WS案）に

ついて検討し、まとめた。
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